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  http://www.osaka-c.ed.jp/semboku/department/general.science/ssh 

SSH広報委員  (３年生) 永吉奎太、加藤貴大、小林史弥、島田明日斗、下湯瀬夏生、杉本拓生、松岡瑠奈、

松下怜奈、向川祟、川路遼介、永嶋明良、古塚来未、津坂元気 

(２年生) 井上駿也、大坪柊也、木村遼太郎、田中優、辻直希、西村友希、福田凌大、前田雄亮 

(１年生) 岡本龍太郎、幸野雄大、原田直、平野元揮、前田祥、前田凌 

 

■ＳＳＨ全国発表会(8/10・11)で、数学１班
が「ポスター発表賞」受賞 

全国のＳＳＨ指定校が一堂に集まって、各校

の代表が「課題研究」について発表する「SSH

生徒研究発表会(文部科学省主催)」で、本校か

ら小林史弥さんと向川祟さん(３年生)が「完全

方陣」というテーマで発表し、「ポスター発表賞」を受賞しました。この賞は全国から参加した202

校のポスター発表を、大学教授等の審査員が専門の立場から審査し、分野別に選ばれた６校が翌日

の口頭発表を行い、それ以外から20校がポスター賞に選ばれるものです。おめでとうございます。 

また、本校と長年交流を続けている台湾の国立彰化高級中学校も海外からの招聘校として参加さ

れていました。昨年 12 月に彰化高級中学校を訪問して、英語での

合同発表会を行った際にお会いした陳君・蒋君と化学の劉先生にも

再会することができました。今年の12月にも訪問する予定です。 

●ＳＳＨ全国発表会に参加して 
私達、46期生数学1班は8月10日、11日にかけて、神戸国際展示場にて開催されたSSH生徒

研究発表会に参加しました。この発表会では、まず初めに基調講演が行われ、1991年にカーボンナ

ノチューブを発見された飯島澄男教授がその発見に至るまでの過程と

高校生に向けたメッセージを熱く語られました。 

その後、全国のSSH指定校202校と海外からの招聘校28校による、

日ごろの科学に関する研究成果の発表、意見交換などが行われました。

私達は魔方陣の一種である「完全方陣」について発表し、審査員の評

価によって 20 校が選ばれるポスター発表賞を受賞しました。私はこ

の発表会を通して、他の学校の高校生と意

見交換をし、話し合うことの楽しさや重要

さ、自分の言葉で説明することの大切さな

どを学ぶことができ、大変有意義な発表会

となったと思います。      (小林) 
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■大学訪問研修を実施(１・２年生対象,7月) 
７月の期末考査終了後から夏休みにかけて、総合科学科の2年生全員と1年生の「科学探究基礎」

受講生は、大阪府立大学・近畿大学の26研究室(下表参照)を訪問しました。１研究室あたり３～10

人ずつの尐人数で、講師の先生やＴＡの大学院生の方から指導を受けながら、各研究室で行ってい

る研究や実験の一端を経験して、大学の理系の研究室がどんなものかを体験することができました。

 

●大学訪問研修に参加して（２年生） 
僕は７月１２日にあった大学訪問研修で、近畿大学の東大阪キャンパスへ訪れた。近畿大学はニ

ュースなどでよく取り上げられているので、前から興味があった。このキャンパスは、実際に行っ

てみると自然が多くて校舎も新しくとてもいいところでした。 

僕が受けた研修は理工学部理学科・合成有機化学研究室の山口仁宏先生が講師で、ルミノール反

応の実験を行った。ルミノール反応はドラマなどでよく出てきて、面白そうだと思ってこの講義を

選んだ。今回は実験を中心に行い、その結果をまとめた。実験では化学薬品の濃度を変え、発光時

間、光の強さを観察した。結果は予想と異なっていてとても不思議に思った。ルミノール反応は化

学の授業でまだ履修していない範囲なので、詳しくは習ってから勉強しようと思った。また、自分

でも研究してみたいと思った。今回の大学訪問研修は近畿大学のこともよくわかり、研究してみた

いことも見つかってとてもいい経験ができました。この経験を大学生活にも役立てたい。（木村） 



 

- 3 - 

 

●「大学訪問研修ポスター発表会」を開催(８月末) 
夏休み明けには，「報告ポスター」を作成して、２～３階の渡り廊下に掲示して発表会を行いまし

た。８月30日(火)の放課後には２年生同士で、31日(水)には１年生を対象にして発表しました。２

年生の熱心な発表に、１年生は来年は自分たちがしないといけないのだが、こんな難しい内容の発

表はできるか心配になったよ

うです。それぞれのポスター

の内容やプレゼンテーション

について、生徒たちが、１番

よかった班を１つずつ選んだ

結果の総合順位は右表のよう

になりました。 

 

＜ポスター発表を行って（２年生）＞ 
私たち総合科学科２年は、７月にグループ別に大学訪問研修を行い、そこで学んだことや実習し

たことをポスターにまとめ、先生や総合科学科の１，２年生に発表しました。廊下にポスターを張

って、それぞれのグループで説明や解説をしました。一日目は主に２年を相手に発表しました。友

人・知人が多かったので尐し楽しみながら、お互いのグループの研修について議論することができ

た人もいたんじゃないかなと思います。二日目は主に１年生を相手に発表しました。発表自体は一

日目でどんな感じかだいたい把握していたので、前日より詳

しく丁寧に説明できたと思います。また、人数も多くて雰囲

気が発表会らしいなと思いました。 

今回の大学訪問研修のポスター発表は短い期間の中で各々

がしっかり準備できたので、いい発表になったと思いました。

１１月には課題研究の中間発表があるので、今回の経験と反

省を生かして、よりよい発表にできたらいいなと思いました。（井上） 

＜ポスター発表を聞いて(１年生)＞ 
 ８月31日に、大学訪問研修のポスター発表を３つ聞きました。

１つ目は電子顕微鏡で原子などの小さいものを見たことについ 

てでした。２つ目は超電導についてで、超伝導とは電気抵抗がな 

くなる状態のことだそうです。３つ目は通信の速さを２つ方法で 

比較し、どちらが動画通信に適しているかなどを調べていました。 

ポスター発表の内容は、ぼくにはかなりむつかしかったですが、 

２年生になると理解できるようになるのかなと思いました。（幸野） 

 

 

１位 26班(31票)「有機物による水の汚れはどのくらいか。」 

２位 ３班(21票)「世の中にない薬の作り方」 

２位 ６班(21票)「地下を探る科学―地震について今わかること」 

４位 25班(16票)「ランドスコープデザインとは？」 

５位 12班(11票)「自動走行車模型の試作」 

６位 11班(10票)「航空宇宙構造のダイナミクス」 

６位 23班(10票)「シロツメクサは環境を変える？」 
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■サイエンス部の活動紹介コーナー 
● ハイスクール放射線サマークラスで口頭発表をしました 

私たちサイエンス部放射線班は、大阪科学技術センターで8月6日(土)に行われた第５回放射

線セミナーサマースクールで、放射線についての研究を８つの高校が発表するイベントに参加し

ました。ここで、私たちは核融合反応という反応を利用した次世代の発電方式に着目して研究発

表を行いました。核融合発電には水素の同位体である重水素やトリチウムを用います。なので、

私たちは計算で重水素の海水における含有量や核融合反応が起きる際に発生するエネルギー量

を計算したりして、発表に取り入れました。その結果、重水素は海水中にほぼ無尽蔵といえるほ

ど存在し、核融合反応の際に発生するエネルギーはとてつもなく大きいということがわかりまし

た。残念ながら入賞には至りませんでしたが、このイベントを通して核融合について、自分たち

で調べるとともに、大阪府立大学の先生から指導

を受けたり、高大連携講座で大阪大学の森先生か

ら話を伺ったりして、深く知れたのはよかったと

思います。あとお弁当やお菓子、ジュースなどが

出たのでそれもよかったです。（辻） 

 

 

● 和歌山県白崎海岸で合宿を実施 
 今回、私たちサイエンス部は和歌山県の由良町にある白崎というところへ合宿に行きました。

白崎は由良駅まで電車で移動しバスで２０分、そこから徒歩で４０分という結構不便なところに

あって当日は白崎青尐年の家という研修施設で宿泊させてもらいました。周辺には白崎海洋公園

や戸津井鍾乳洞などの観光スポットがあります。白崎海洋公園の近くの海岸は青い海と白い海岸

線により“日本のエーゲ海”とよばれているとてもきれいな場所です。この白い海岸線は約２億

５０００万年前にできたもので白い岩には貝やウミユリなどの化石も多く見つかります。またき

れいな海にはダイビングスポットもあります。

また、合宿の活動としては昆虫観察、天体観察、

フィッシング、野外炊飯などをしました。自然

が豊かなのでクワガタなどの昆虫も多くいてと

ても楽しかったです。釣りでは熱帯性の魚もた

くさん釣れてとても思い出に残る合宿になりま

した。（田中） 

ご意見、お問い合わせは以下にお願いします。木村（ＳＳＨ通信担当）・佐保田（教頭） 

Tel  072-297-1065、Fax 072-293-2376 、e-mail ssh@semboku.osaka-c.ed.jp 


